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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
三

年
度
版
「
宇
治
市
統
計
書
」
を
発
刊

し
ま
し
た
。
統
計
書
で
は
、
宇
治
市

の
人
口
や
産
業
、
経
済
な
ど
各
分
野

に
わ
た
る
基
本
的
な
統
計
資
料
が
集

録
さ
れ
て
い
ま
す
Ｊ
そ
こ
で
、
今
回

～］
。
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深
い
資
料

ご
を
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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ｉｆｒ宇治市役所

京ｔｓ府宇冶市宇治琵琶33番地

電話Ｒ3141㈹

斤新進堂印刷

各分野にわたる統計を集録

数字でみる市の姿

人
口

宇
治
市
の
人
口
は
毎
年
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
人
口
の

増
加
は
き
わ
だ
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
が
艇
生
し
た
昭
和
二
十
六

年
当
時
は
七
千
九
百
曾
｀
、
三
万
八

手
八
余
り
で
あ
っ
た
の
が
、
四
十
五

年
に
は
十
万
人
を
超
え
、
五
十
三
年

十
月
に
は
四
万
千
五
百
附
帯
、
十
四

万
六
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
実
に
二
十
七
年
間
で
、
世
帯
数
は

五
・
二
倍
、
人
口
は
約
三
・
八
倍
も

増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

隔
け
ト
ト

1 1
0
ト

さ
て
、
こ
の
人
口
増
加
は
、
右
図

の
よ
う
に
自
然
増
加
（
出
生
数
マ
イ

50

ナ
ス
死
亡
数
）
と
社
会
増
加
（
転
入

者
靫
マ
イ
ナ
ス
転
出
者
数
）
に
分
か

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
両
者
を
比
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
自
然
増
加
は

四
十
一
年
の
ひ
の
え
う
ま
を
除
い
て

四
十
八
年
ま
で
少
し
ず
つ
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
九
年
を

頂
点
に
昭
少
傾
向
に
転
じ
、
五
十
三

年
の
一
年
間
に
は
千
九
百
二
十
人
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
社
会
増
加
は
、
昭
和
三
十

年
代
後
半
か
ら
の
急
激
な
人
口
移
動

で
、
毎
年
三
千
人
以
上
の
増
加
が
み

ら
れ
ま
し
た
が
、
五
十
二
年
に
は
大

幅
な
落
込
み
を
示
し
、
、
年
間
増
加
数

は
千
人
を
割
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
現
在
で
は
、
自
然
増
加
が
社
会

増
加
を
上
回
る
と
い
う
現
象
が
続
い

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
上
図
は
昭
和
五
十
年

国
勢
調
査
に
よ
る
宇
治
市
人
口
を
年

事業所数および従業者数

齢
別
に
栂
成
し
た
人
ロ
ピ
ラ
ミ
＾
ド

’
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
十
五
～

二
十
九
歳
階
級
の
人
口
が
最
も
多
く

こ
の
階
級
を
境
に
年
齢
構
造
が
か
わ

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
人
口
が
昭

和
五
十
年
に
は
、
二
十
四
～
二
十
八

歳
に
あ
た
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
二
十
四
歳
未
詞
で
は
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
後
の
出
生
率
の
低
下

に
よ
っ
て
し
だ
い
に
そ
の
群
ぶ
’
じ

る
一
方
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
人
口
の
出

産
児
に
よ
っ
て
第
二
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
期
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
民
の
平
均
年
齢
は
、
昭
和

五
十
年
国
勢
調
査
時
で
二
十
九
・
四

歳
。
京
都
府
民
平
均
年
齢
三
十
三
・

〇
歳
を
下
回
り
、
若
い
世
代
の
都
市

宇
治
市
を
証
明
し
ま
し
た
。
し
か
し

二
十
五
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
い

わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
は
今
後
、

上
へ
上
へ
と
移
動
し
、
市
民
の
高
齢

化
が
負
速
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

産
業

宇
治
市
の
産
業
を
昭
和
五
十
三
年

事
業
所
統
計
調
査
結
果
概
歓
で
見
て

み
ま
す
と
、
市
内
の
富
彙
所
数
は
四

千
九
冒
七
十
三
、
従
業
者
数
は
三
万

九
千
五
百
三
十
八
人
。
前
回
五
十
年

の
調
査
に
比
べ
て
、
事
業
所
数
で
七

百
四
十
九
（
一
七
・
七
％
）
増
加
し

ま
た
、
従
業
者
数
で
は
三
千
七
百
八

区分

産業大分類

事業所数 従業者数

（％）
構成比
対前回ｍ数同増加率（％）

（％）
構成比
対前回増加数
同増加率（％）

総数 4，973100．0 749 17．739，538100．03．78410．58

農林水産業 10 0．2 1 11．1 78 0．2 15 23．8

鉱．業 2 0．0△ｌ △33．3 28 0．1 1 3．7

建設業 384 7．7 60 18．52，882 7．3 278 10．7

製’造業 556 11．2 59 11．914，03135．5△974 △6．5

卸売・小売業 2．546 51．2 410 19．29，549 24．22．09828．2

金融・保険業 67 1．4 7 11．71．078 2．7 202 23．1

不動産業 141 2．8 － － 361 0．9△6 △1．6

運輸通信業 63 1．3 9 16．71，512 3．8 190 14．Ｕ

電気・ガス・水道裏 6 0．1△2 △25．0 90 0．2△71 △44．1

サービス業 1，198 24．1 206 20．89，929 25．12，05126．0

（昭和53年事菜所統計調査結果概数）

十
四
人
（
一
〇
・
六
と
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
（
恩
顧
）
。

事
業
所
靫
を
馨
雰
類
別
に
み
ま

す
と
、
全
体
の
五
一
・
一
一
％
を
占
め

る
卸
売
・
小
売
業
（
二
千
五
百
四
十

六
事
某
所
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

ナ
ー
ピ
ｙ
業
、
製
造
業
、
建
設
業
、

不
動
産
業
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
宇
治
市
の
産
業
は

卸
売
・
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
茉
な
ど

の
第
三
次
産
業
で
全
体
の
八
〇
・
九

％
を
占
め
、
住
宅
都
市
の
特
色
が
よ

く
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
従
業
者
歓
を
産
業
分

類
別
に
み
ま
す
と
、
製
造
業
が
一
万

四
千
三
十
一
人
（
三
五
・
五
％
）
と

最
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
・
・

小
売
業
、
建
設
業
が
こ
れ
に
続
い
て
・

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
第
三
次
産
業
・

の
占
め
る
割
合
は
五
六
・
九
％
で
、

事
業
所
歎
に
比
べ
て
二
四
海
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
宇
治
市
の
産
業
は
、
前
回

の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
全
体
的
に

順
調
な
伸
ぴ
を
不
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
従
業
者
数
で
は
、
製
造
某
で

九
百
七
十
四
人
（
六
・
五
％
）
の
減

少
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
済

の
構
造
的
な
Ｒ
化
の
影
響
を
受
け
て

人
員
整
理
等
が
行
わ
れ
た
か
ら
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
逆
に
、
卸
売
・
小
売
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
三
次
産
業
で

は
、
従
業
者
の
著
し
い
増
加
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
増
に

と
も
な
う
消
賢
需
要
の
増
加
が
、
商

業
施
設
の
増
加
と
な
っ
て
現
わ
れ
て

い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
内
で
は
、
余
暇
産
業
や
外
食

産
業
等
の
進
出
が
目
立
ち
始
め
て
お

り
、
市
民
妾
に
の
多
様
化
、
質
的
な

変
化
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業

も
こ
こ
数
年
、
ほ
ぽ
横
ば
い
状
態
が
一

続
い
て
い
ま
す
。

一

一他特売商品
1マキタ電動工具（店頭発表）

1

ｙ・7▲’アルミ脚立
4尺（定）11，500円を7，250円

5尺14，000円を8，800円5尺14，000円を8，800Ｐ3

6尺20，000円を12，600円

人口の年齢別構成（人口ピラミッド）

1

｀
春
Ｌ
1
6
Ｌ
Ｉ
や
ｌ
令
ｌ
‘
や
｀

ヨド物置超特価で出揃いましｔｚ／

豊富な機種、用途に応じてじっくりお選び下さい。

マルカン金物㈱ＴＥＬ．22－2131

、ボールト建築金物、機械工具、電動工具、ビニ・－ル波板、水道ガス配管材料、ベルト

737

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

生
活
環
境
を
悪
化

農
地
に
悪
影
響
も

い
ま
、
夏
の
強
い
日
ざ
し
を
浴
ぴ

て
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
の
空
地
で
雑

草
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
。
こ
の
雑
草

が
生
活
環
境
を
惑
化
さ
せ
た
り
、
良

好
な
農
地
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
し

て
い
る
と
批
判
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。市
で
は
、
草
刈
り
条
例
に
基
づ
き

空
地
の
所
有
者
に
指
導
Ｑ
－
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
草
の
伸
ぴ
ざ
か
り

の
い
ま
、
自
主
的
な
草
刈
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
ａ
ｉ
£
に
草
の
茂
っ
て
い

る
空
地
が
あ
っ
て
、
所
有
者
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は
、
市
役
所
環
境
保
全

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
所
有
者

が
市
外
に
住
ん
で
い
る
場
合
で
も
、

市
役
所
か
ら
蕩
寥
と
り
、
指
導
や

助
言
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
自
ら
草
刈
り
が
で
き
な
い

場
合
は
、
一
平
方
μ
当
り
四
十
円
で

市
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
役
所
環
境
保
全
課
（

電
話
⑩
三
一
四
一
番
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

宇
治
市
統
計
書

5
3
年
度
版
発
刊

空
地
の
雑
草
ほ
う
っ
て
お
か
な
い
で

市勢の実態明らかに
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老
人
・
福
祉
医
療

7
月
か
ら
新
受
給
者
証

市
で
は
、
お
年
寄
り
や
心
身
障
害

者
の
方
な
ど
を
対
象
に
老
人
・
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
を
お
渡
し
し
て
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
使
っ
て
お
ら
れ

る
老
人
・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は

Ｉ
ハ
月
三
十
日
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま

す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
今
月
中
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
七
月
一
日
か

ら
は
新
し
い
受
給
者
Ｅ
で
麓
氾
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
封
し
て

い
ま
す
加
入
医
療
保
険
届
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
古
い
受
給
者
証

と
い
っ
し
ょ
に
郵
送
な
ど
で
お
返
し

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
住
所
・
扶
養

義
務
者
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
す
み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
に
あ
た
る
人
で
、
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健
康

保
険
証
と
印
鑑
を
添
え
て
福
祉
事
務

所
社
会
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
老
人
の
場
合

・
7
0
歳
以
上

・
6
5
歳
か
ら
6
9
歳
ま
で
で
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
、
ね
た
き
り
、
ひ
と

ｓ
＞
暮
ら
し
、
老
人
世
帯
、
身
障
等

級
四
級
以
上
の
い
ず
れ
か
の
人

▽
心
身
障
害
者
（
児
）
の
場
合

・
身
障
等
級
一
・
二
級
の
人

・
精
薄
重
度
の
人

・
身
障
等
級
三
級
で
精
薄
中
度
の
人

▽
母
子
家
庭
児
童
の
場
合

・
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

た
だ
し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
本
人
や
無
保
険
の
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

（
社
会
課
）

六
月
は
市
・
府
民
税
第
一
期
分
の

納
付
月
で
す
。
第
一
期
の
納
期
内
に

市
税
の
全
額
を
納
め
る
と
。
前
納
報

奨
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

こ
の
報
奨
金
は
納
付
さ
れ
る
と
き
に

年
税
額
か
ら
差
引
く
も
の
で
す
。

な
お
、
市
税
条
例
の
改
正
で
、
今

年
度
か
ら
第
一
期
の
納
期
（
市
・
府

民
税
で
は
六
月
三
十
日
）
を
過
ぎ
て

国
保
料
第
1
期

6
月
が
納
付
月

市税の

前納制度

全
額
納
め
た
場
合
、
前
納
報
奨
金
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
市

税
の
出
張
受
付
を
廃
止
し
ま
し
た
の

で
。
市
役
所
納
税
課
の
窓
口
か
市
税

取
扱
金
融
機
関
で
お
納
め
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
（
納
税
課
）

堡
露
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

ア
ル
バ
イ
ト

募
集
中

▽
学
校
給
食
調
理
員

▽
学
校
用
務
員

ｕ
希
望
の
人
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
軟
式
乙
一
ス

七
月
七
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で

の
毎
週
土
隆
日
の
午
後
五
時
か
ら

七
時
、
黄
梁
公
園
ｎ
Ｉ
卜
で
。
対

ま
は
高
校
生
以
上
で
定
員
が
五
十

人
。
登
録
料
は
八
百
円
。

申
込
み
は
、
登
録
料
を
添
え
て
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

計量調査結果

も
は
っ
き
り
し
た
返
事
が
な
い
店

が
あ
っ
た
。

②
圃
前
叶
量
商
品
で
注
文
量
が
少
な

い
場
合
、
店
員
の
態
度
が
惑
い
店

が
あ
っ
た
・

③
面
前
計
量
商
品
で
販
売
し
て
い
る

商
品
（
に
ん
じ
ん
、
い
ん
げ
ん
言
一

な
ど
）
で
単
位
価
格
表
示
の
な
い

店
が
あ
っ
た
。

………七言

｜＿

④
風
袋
は
量
目
に
は
入
ら
な
い
が
、

ロ
ー
ぴ
き
紙
で
十
一
／
か
ら
二
十

三
／
も
あ
っ
た
。

⑤
客
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
に
計
量

器
が
お
い
て
あ
る
店
が
あ
っ
た
。

さ
い
ご
に
、
家
庭
で
再
計
量
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、
計
量
器
や
時
随
の

経
過
に
よ
り
正
し
い
結
果
が
あ
ら
わ

れ
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
だ

か
ら
、
そ
の
場
で
確
め
ら
れ
る
よ
う

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
″
卜
や
市
場
、

商
店
街
に
『
た
め
し
ば
か
り
』
の
設

置
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
コ
圓
前
計
量
商
品
で
価
格

表
が
つ
い
て
い
な
い
」
「
盛
2
売
ｏ

の
量
目
が
不
明
で
あ
る
」
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
不
十
分
な
計
量
状
況
で
す
。

日
常
の
買
物
の
と
き
に
は
、
消
費
者

も
あ
き
ら
め
ず
ど
し
ど
し
意
見
を
申

し
立
て
ま
し
ょ
う
。（

商
工
観
光
課
）

738

計
量
調
査
報
告

量
目
公
差
（
計
量
法
で
定
め
ら
れ

た
許
容
範
囲
）
内
で
の
不
足
が
多

く
、
風
袋
（
ロ
ー
ぴ
き
紙
、
竹
の

皮
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）
こ

み
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
っ
た
。

②
面
前
計
量
商
品
は
、
正
味
量
表
記

商
品
よ
り
超
過
の
制
合
が
多
く
二

〇
％
を
占
め
て
い
る
。

もっと正確に計って、

議
長
杯
争
奪

弓
道
大
会

面前計量商品 総数 不足 適正 超過

牛肉 26 3 17 6

豚肉 15 5 9 1

鶏肉 12 2 9 1

食肉加工品 13 1 10 2

塩千魚 10 2 4 4
野菜 12 4 4 4
果物 1 0 1 0

っけもの 2 0 2 0

菓子類 3 0 2 1
佃煮・そう菜 3 0 2 1
合計 97 17 60 20

今回 17．5％61．9％20．6％

前回（53年5月） 9．5％64．2％ 26％

正味量表記商品 総数 不足 適正 超過

牛肉 15 1 14 0

豚肉 15 5 ・9 1

鶏肉 9 3 6 0
食肉加工品 19 4 10 5

塩干魚 19 4 13 2

野菜 24 5 16 3

果物 3 0 3 0

つけもの 10 0 9 1
菓子類 14 3 10 1

佃煮・そう菜 5 0 3 2

合計 133 25 93 15
今回 18．8％ 70％ 11．2％

前回（53年5月） 20％ 67％ 13％

災
害
に
備
え
技
術
を
み
が
く

大
曲
で
水
防
訓
練

六
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら

か
本
格
的
な
梅
雨
。
六
月
四
日
、
宇

治
市
消
防
本
部
で
は
槙
島
町
大
曲
の

宇
治
川
左
岸
の
堤
防
で
水
防
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
万

一
の
災
害
に
備
え
て
水
防
技
術
を
み

が
こ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防

本
署
と
西
宇
治
分
署
、
東
宇
治
分
署

か
ら
約
六
十
人
の
消
防
署
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
は
、
ま
ず
水
防
に

は
欠
せ
な
い
土
の
う
作
り
を
全
員
で

行
っ
た
後
、
杭
打
ち
や
漏
水
止
め
の

作
業
な
ど
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

（
写
真
は
土
の
う
作
り
を
す
る

署
員
）

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

危
険
個
所
を
点
検

陥悶勣悶悶悶

さ
る
七
日
、
市
で
は
市
内
の
造
成
地

な
ど
六
ヵ
所
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雨
の
中
、
島
田
市
長
は

じ
め
府
な
ど
の
関
係
者
ら
五
十
六
人
が

こ
い
Ｕ
Ｉ
Ｅ
悪
鶯
一

Ｆ
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モニターの計量調査

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
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